














































































































































































































































対照区 1698 1362 72.3 25.6 4.1 5.61 40.1 6.8 6.18
１単位 1508 1070 61.6 22.1 11.5 6.13 42.8 7.4 6.08
1/2単位 1963 1448 91.0 18.5 5.0 5.06 36.4 6.0 6.23
品種
ハウス桃太郎 1829 1423 102.3 12.9 11.4 5.57 39.9 6.7 6.38
レディーファースト 1806 1231 159.9 32.7 2.4 5.13 34.9 7.3 4.98
レッドオーレ 1947 1476 29.6 24.2 －y 6.32 43.3 6.8 6.53
試交112号 2153 1457 53.6 40.5 －y 4.95 34.6 6.8 5.28
越のルビー 879 879 29.4 0.0 －y 6.03 45.2 6.1 7.59
有意性ｘ
培養液濃度 ** ** ** * NS ** ** ** NS
品種 ** ** ** ** ** ** ** ** **
交互作用 NS ** ** NS NS NS NS NS NS
z百分率をアークサイン変換後分散分析
y中玉品種は尻腐れ果が発生しなかったため，分散分析の対象から除外
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正常果率は注目に値する形質であるといえる。
　尻腐れ果については，中玉３品種ではいずれの培
養液濃度区でも全く観察されなかった。‘ハウス桃
太郎’の発生率が‘レディファースト’より高く，
両品種とも上位の第５，６果房を中心に発生が認め
られた。また，１単位区の発生率が高く，対照区と
1/2単位区の間にはほとんど差が認められなかった。
　果実品質の指標となる可溶性固形物濃度と全糖
濃度を品種間で比較すると，‘レッドオーレ’が最
も高く，ついで‘越のルビー’であった。もっと
も収量が多かった‘試交112号’は中玉品種であ
りながら，可溶性固形物，全糖濃度ともに５品種
の中でもっとも低かった。培養液濃度処理区の中
では，全期間高濃度の培養液を施用した１単位区
の品質が明らかに優れ，1/2単位区は劣った。排液
EC800mS/mを目標に培養液濃度を１単位から1/2
単位まで適宜減少させた対照区はその中間の値と
なった。また，可溶性固形物濃度はいずれの品種
でも第１果房では低く，果実肥大が抑制され，尻
腐れ果発生率が高くなった上位の果房ほど高くな
る傾向にあった。給液量の違いにより水分ストレ
スの強さを変えた吉田ら（2007）の結果と同様に，
高濃度で水ポテンシャルの低い培養液を施用して
強度の水分ストレスを与えることによって，果実品
質が高くなるが，収量が減少することが示された。
　石上ら（1994）も根域制限条件下では培養液濃
度が高いほど果実品質が高くなることを報告して
いる。図師と松添（2004）は高塩類濃度による水
ストレスは，給水制限による水ストレスより果実
の糖濃度を向上させる効果が高いと述べており，
根域制限条件下においても塩類濃度の高い培養液
を施用することが望ましいと考えられる。前報で
は，根域容量250mLとしてより強い水ストレスを
与えることによって尻腐れ果発生が抑制されたこ
とから，対照区より高い濃度で栽培を開始して排
液EC1000mS/m程度を目安に濃度を調整し，最終
濃度を1単位区と同程度とすることによって，大玉
トマトの高品質果実を安定的に生産することが可
能になると考えられる。
　石上ら（1997）は水ストレス条件下で育てたト
マトの果実重と糖濃度との間に負の相関があるこ
とを明らかにしており，大玉品種で100g以上の大
きさにまで肥大するような果実は，糖濃度が十分
に上昇しないと考察している。本実験においても
‘ハウス桃太郎’で可溶性固形物濃度が８％以上に
達していた果実は，50 ～ 80gにまでしか肥大せず，
われわれのこれまでの実験（吉田ら，2007，2010）
においても，大玉品種の100g以上の果実は可溶性
固形物濃度が７％未満であった。ファースト系品
種のような果実肥大性の優れる品種を用いた場合
でも，100gを超えるような高糖度トマトを生産す
ることは困難と推察される。一方，‘レッドオーレ’
や‘越のルビー’のような中玉品種は大玉品種よ
り明らかに糖度が高く，尻腐れ果の発生も認めら
れなかった。果実品質の向上を目的として根域制
限下で栽培すると平均果実重30g程度と果実は小さ
くなるが，大玉品種と比較して収量と果実品質の
安定性が高かった。 
　根域制限による高糖度トマト生産には糖蓄積能
力の高い中玉系品種が適すると考えられるが， ‘試
交112号’については果実肥大性と収量性に優れる
が，‘ハウス桃太郎’や‘レディファースト’より
品質が劣るため適応性は低いといえる。福井県立大
学から譲り受けた‘越のルビー’については，定植
時期が遅かったこともあり収量性が劣ったが，裂果
の発生が全く認められず，糖濃度，糖／有機酸が高
く果実品質は優れていた。‘越のルビー’は他の品
種よりも株がコンパクトであったため，さらなる密
植により収量性については改善される可能性もあ
り，根域制限栽培に適した品種と判断された。しか
第４図　‘ハウス桃太郎’（実線）と‘レッドオ レー’（破線）果汁の
　　　　可溶性固形物濃度に及ぼす培養液濃度の影響
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し，‘レッドオーレ’は可溶性固形物濃度が最も高く，
収量性も優れることから，本実験で用いた品種の中
ではもっとも適した品種であると考えられる。
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